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昭
和
３０
年
８
月
秩
父
長
瀞
養
浩
亭
に

颯
々
の
声
を
挙
げ
て
よ
り
此
処
に
三
年

の
歳
月
を
経
た
が
、
埼
玉
岳
連
は
以
来

隻
ゆ
み
な
い
歩
み
を
続
け
て
来
た
。
県

内
岳
人
の
要
望
に
よ
つ
て
統
合
結
成
さ

れ
た
当
初
は
、
各
地
区
の
山
岳
団
体
間

の
連
絡
、
岳
連
の
組
織
化
に
終
始
し
、

目
的
と
す
る
諸
事
業
を
行
う
こ
と
は
で

き
な
か
つ
た
が
、
岳
連
の
活
動
は
、
各

地
区
山
岳
団
体
の
協
和
交
流
を
基
盤
と

し
て
初
め
て
展
開
推
進
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
意
義
の
あ
る

揺
笙
期
で
あ
つ
た
訳
で
あ
る
。
此
の
多

端
な
期
に
当
つ
た
熊
谷
岳
連
八
木
橋
、

原
田
、
秩
父
岳
連
清
水
、
中
村
諸
兄
の

御
尽
力
を
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

こ
れ
ら
諸
兄
よ
り
埼
玉
岳
連
の
運

営
を
川
口
岳
連
が
受
け
継
い
で
現
在
に

至
つ
た
の
で
あ
る
が
、
過
去
三
年
を
回

顧
す
る
に
、
手
取
り
足
取
り
で
歩
を
運

ぶ
ま
さ
に
幼
年
期
で
あ
つ
た
。
そ
れ
も

各
地
区
岳
連
諸
兄
の
友
情
と
協
力
を
得

て
の
こ
と
は
言
う
迄
も
な
い
。
埼
玉
県

体
育
協
会
加
盟
、
名
実
と
も
に
県
内
岳

界
の
代
表
機
関
と
し
て
進
む
べ
き
を
自

党
し
、
各
種
事
業
を
計
画
実
施
に
移
す

段
階
に
入
つ
た
が
、
そ
の
第

一
歩
と
し

て
昭
和
３‐
年
度
県
民
体
育
大
会
に
登
山

′
　

ヽ

一

埼

玉

岳

連

の

捗

み

理
事

長

池

田

甚

兵

衛

種
目
を
新
た
に
加
え
十
月
奥
秩
父
笠
取

山
集
中
登
山
を
挙
行
し
た
。
各
地
区
岳

連
よ
り
参
加
者
九
〇
余
名
と
云
う
さ
ゝ

や
か
な
山
行
で
は
あ
つ
た
が
、
清
新
の

気
溢
れ
た
埼
玉
岳
連
の
間
出
に
適
は
じ

い
意
義
あ
る
大
会
で
あ
つ
た
。
こ
れ
を

機
に
し
て
、
各
地
区
岳
連
の
活
動
は
活

濃
と
な
り
、
未
組
織
地
区
に
ぽ
岳
連
の

組
織
化
、
埼
玉
岳
連
へ
の
加
盟
を
促
が

，しらに
）
折
柄
、
全
日
本
山
岳
連
盟
が
全
国
岳

人

の
期
待
を
担
つ
て
結
成
さ
れ
、
着

々
と
全
国
組
織
に
伸
長
し
て
い
た
が
、

埼
玉
岳
連
は
よ
り
広
い
視
野
を
も
ち
、

よ
り
高
い
も
の
を
求
め
て
進
ん
で
行
く

べ
き
を
自
党
し
、
全
岳
連

に
加
盟

し

た
）
こ
れ
に
よ
つ
て
埼
玉
岳
連
は
、
登

山
理
念
に
於
て
も
、
活
動
面
に
於
て
も

大
い
に
益
す
る
と
こ
ろ
が
あ
つ
た
。

か
く
し
て
昭
和
”
年
度

に
入

つ
た

が
、
登
山
人
口
の
激
増
に
よ
る
登
山
道

徳
の
医
下
、
遭
難
事
故
の
頻
発
に
対
し

て
積
極
的
な
活
動
を
進
め
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
つ
た
。
登
山
即
遭
難

と
迄
誤
解
さ
れ
る
に
至
り
、
全
岳
連
と

し
て
遭
雄
防
止
対
策
に
積
極
的
に
取
組

み
、
埼
玉
岳
連
に
も
協
力
を
要
望
し
て

来
た
。
こ
れ
ら
の
運
動
は
全
国
的
に
展

開
し
て
行
く
′
き
は
勿
論
、
各
地
区
の

特
殊
条
件
を
加
味
し
て
こ
そ
初
め
て
生

き
て
来
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
埼
玉
岳

連
と
し
て
は
協
議
の
結
果
、
真
の
登
山

の
普
及
と
岳
連
加
入
促
進
の
方
針
を
執

つ
た
。
こ
の
方
針
の
も
と
に
、
秩
父
両

神
山
県
体
登
山
大
会
、
秩
父
武
甲
山
関

東
地
区
大
会
を
実
施
し
た
が
、
所
期
の

成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
出

来

た

と
思

う
。
叉

一
方
、
よ
り
高
度
の
登
山
を
と

の
要
望
が
岳
連
諸
兄
よ
り
出
た
が
、
今

後
こ
れ
に
就
て
も
応
じ
て
行
か
ね
ば
な

ら
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
諸
兄
の

一叱
吃
を
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。

冒
頭
、
登
ゆ
み
な
い
歩
み
を
続
け
て

来
た
と
書
い
た
が
、
回
顧
し
て
み
る
に

自
画
自
讃
で
あ
る
よ
う
だ
。
蹟
き
よ
ろ

め
き
し
た
遅
々
た
る
歩
の
運
び
で
あ
つ

た
よ
う
だ
。

こ
の
七
月
を
も
つ
て
、
埼
玉
岳
連
の

運
営
を
飯
能
岳
連
に
バ
ト
ン
を
お
渡
し

す
る
が
、
大
沢
兄
を
中
心
と
す
る
飯
能

岳
人
諸
兄
の
熱
情
と
努
力
は
、
遅
々
た

る
歩
の
運
び
を
、
青
年
の
若
さ
盗
れ
る

歩
み
と
変
へ
、
埼
玉
岳
連
の
前
途
は
輝

や
か
し
い
も
の
と
な
る
こ
と
を
確
信
し

て
疑
わ
な
い
。
各
地
区
岳
連
諸
兄
の
友

情
と
協
力
を
感
謝
し
て
筆
を
襴
く
。

１
　
昭
和
３‐
年
度
県
民
体
育
大
会
登
山

大
会
鶏
日
　
昭
和
”
年
１０
月
７

・
８
日

場
所
　
奥
秩
父
笠
販
山

埼
玉
岳
連
結
成
、
県
体
協
加
盟
、
昭

和
■
年
度
県
民
体
育
大
会
に
新
た
に

登
山
種
目
を
加
え
、
第

一
回
の
県
体

登
山
を
奥
秩
父
笠
販
山
集
中
で
行
つ

た
。
秩
父
、
大
官
、
川
口
、
熊
谷
、

飯
能
、
浦
和
、
草
加
、
松
山
岳
連
よ

り
九
二
名
の
参
加
を
得
て
、
秩
父
、

塩
山
、
氷
川
よ
り
の
三
コ
ー
ス
に
て

挙
行
。
少
数
の
参
加
人
員
で
は
あ
つ

た
が
、
門
出
に
適
は
し
い
清
新
な
山

行
で
あ
つ
た
。

２
　
第
２
回
関
東
地
区
登
山
体
育
大
会

期
日
　
昭
和
３２
年
５
月
Ｈ

ｏ
ｌ２
日

場
所
　
上
州
武
尊
山

主
催
　
関
東
地
区
山
岳
連
盟
、
群

馬
県
山
岳
連
盟

全
岳
連
の
基
本
的
運
営
機
関
と
し
て

全
国
を
九
プ
ロ
ツ
ク
に
分
け
、
各
ブ

ロ
ツ
ク
毎
に
地
区
岳
連

を
結

成

し

た
。
関
東
地
区
に
於
て
も
関
東
地
区
岳
連

を
結
成
し
、
活
動
し
て
い
る
が
、
関

東
岳
人
の
交
流
協
和
の
た
め
に
昭
和

３‐
年
度
よ
り
関
東
地
区
登
山
大
会
を

実
施
し
て
来
た
。
第

一
回
は
栃
木
岳

連
主
管
で
日
光
白
根
山
で
挙
行
。
埼

玉
岳
連
は
，憲
冊
観
響
」
つ
き
不
参
。
上

州
武
尊
山
に
は
池
田
理
事
長
を
隊
長

と
し
て
、
川
口
、
大
官
、浦
和
、
飯
能
、

所
沢
、
松
山
、
本
田
岳
連
よ
り
二
三

埼
玉
岳
連

事

業

報

告

― -1‐ ― ―



第 1号昭和 33年 7月 1日 発 行

名
を
派
遣
し
た
。
群
馬
岳
連
、
地
元

沼
田
市
、
川
場
村
の
万
全
の
準
備
に

よ
つ
て
、
関
東
地
区
よ
り
約
四
〇
〇

名
の
参
加
を
得
て
盛
会
裡
に
終
了
。

県
外
に
は
余
り
知
ら
れ
ぬ
未
開
の
登

山
路
で
あ
つ
た
が
、
輸
送
、
宿
泊
の

面
に
於
て
も
運
営
円
滑
、
大
量
の
参

加
者
で
苦
心
の
程
が
察
せ
ら
れ
た
。

武
甲
山
関
東
地
区
登
山
大
会
の
良
き

参
考
と
な
つ
た
。

３
　
昭
和
３２
年
度
県
民
体
育
大
会
登
山

大
会
期
日
　
昭
和
３２
年
ｌｏ
月
う
ｏ
６
日

場
所
　
秩
父
両
神
山

登
山
〓
―
ス

０
日
向
大
谷

―
―
両
神
山

○
中
津
川
―
―
八
丁
峠
越
え

○
坂
本
―
―
八
丁
峠
越
え

○
中
双
里
―
―
大
峠
越
え

Ｏ
尾
の
内
沢

○
天
理
岳
ト
ー
両
神
山

第
３
回
関
東
地
区
登
山
大
会
を
埼
玉

岳
連
が
主
管
す
る
こ
と
が
、
ほ
ゞ
決

定
し
た
の
で
、
理
事
会
で
協
議
の
結

果
、
参
加
者
は
大
体
五
〇
〇
名
予
定

と
し
て
コ
ー
ス
、
宿
泊
、
輸
送
関
係

を
検
討
し
て
秩
父
両
神
山
を
会
場
と

す
る
こ
と
を
決
定
し
、
こ
れ
の
予
行

演
習
山
行
を
兼
ね
た
県
体
登
山
を
計

画
し
た
。
よ
り
高
度
の
も
の
を
県
体

登
山
で
実
施
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意

Ｈ牲
ｒ
ｏ
一”
つ
∴′一̈
か
、　
セ前
下々
静げ
″
〓可
二
」
一し

て
今
回
の
県
体
査
山
は
関
東
地
区
大

会
を
目
標
に
、　
一
般
登
山
の
普
及
と

云
う
方
針
で
臨
ん
だ
。
従
い
今
回
は

天
幕
使
用
は
避
け
て
小
屋
旅
館
宿
泊

と
し
た
。
参
加
人
員
三
〇
〇
名
．
笠

取
山
の
第

一
回
に
比
し
て
三
倍
の
人

員
を
得
た
こ
と
は
、
埼
玉
岳
連
の
成

長
を
物
語
つ
て
い
る
と
云
え
よ
う
ｃ

ｌＯ
月
５
日
秩
父
神
社
に
集
合
、
入
山

式
挙
行
後
、　
コ
ー
ス
隊
毎
に
宿
泊
地

へ
出
発
。
翌
６
日
気
遣
わ
れ
た
天
気

は
遂
に
雨
と
な
る
。
秋
深
き
両
神
山

を
雨
天
で
味
わ
い
得
な
か
つ
た
が
、

各

コ
ー
ス
隊
は
所
定
の
コ
ー
ス
を
踏

破
、
自
井
差

へ
下
山
、
ト
ラ
ツ
ク
輸

送
三
峰
口
解
散
。
後
日
理
事
会
に
て

反
省
の
結
果
、
両
神
山
登
山
は
県
下

大
会
で
あ
る
な
ら
ば
何
等
の
支
障
は

な
い
が
、
参
加
者
五
〇
〇
名
か
ら
の

関
東
地
区
の
集
り
の
場
合
は
、
輸
送

宿
泊
、
そ
の
に
運
営
の
面
か
ら
充
分

な
自
信
を
持
つ
こ
と
は
出
来
な
い
こ

と
が
認
め
ら
れ
た
。
会
場
に
就
て
は

後
日
研
究
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
今

回
の
大
会
の
実
際
的
運
営
面
を
清
水

武
甲
会
長
秩
父
岳
連
の
諸
兄
に
お
願

い
し
た
が
、
そ
の
御
努
力
は
感
激
に

堪
え
な
い
。

（
第
二
回
関
東
地
区
大

会
の
会
場
は
秩
父
武
甲
山
と
す
る
こ

と
に
決
定
し
た
）

４
　
第
１２
回
国
民
体
育
大
会
登
山
部
門

期
日
　
昭
和
”
年
１２
月
”
１
３０
日

場
所
　
南
ア
ル
プ
ス

（
静
岡
県
）

参
加
　
監
督

尊

　

男́
（
熊
谷
）

隊
員

野
井
　
篤
（
松
山
）

″
　

金
子
　
公
（
所
沢
）

″
　

金
子
輝
夫
（
本
田
）

″
　

江
袋
和
男
（
熊
谷
）

〓
―
一〈
　

（
大
日
高
原
梅
島

コ
ー

ス
）

第
１
日
　
清
水
―
大
日
峠
―
井

第
２
日
　
井
川
―
新
田
―
梅
島

第
３
日
　
梅
島
―
大
谷
崩
―
新

田

第
４
日
　
新
田
―
井
川
峠
―
井

第
５
日
　
井
川
―
千
頭

静
岡
岳
連
の
熱
情
と
努
力
に
よ
つ
て

国
体
登
山
が
復
活
、
南
ア
に
於
て
挙

行
ｃ
埼
玉
岳
連
よ
り
、
理
事
会
で
選

考
の
結
果
、
右
の
諸
兄

を
派
遣

し

た
。
鯨
井
監
督
以
下
全
員
よ
く
リ
ー

ダ
ー
シ
ツ
プ
、
パ
ー
テ
イ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
、
終
つ
て
埼
玉
岳
連
の
良

き
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
終
始
し
た
と
の

講
評
を
受
け
た
、
埼
玉
岳
連
の
意
気

を
示
し
た
こ
と
を
確
信
す
る
。

５
　
第
２
回
全
日
本
登
山
体
育
大
会

期
日
　
昭
和
”
年
３
月
２０
‐
２４
日

場
所
　
北
海
道
十
勝
連
峰

参
加
　
河
田
充
男

（
行
日
）

全
日
本
登
山
大
会
は
、
第
Ｈ
回
国
体

（
兵
庫
県
）
に
山
岳
部
門
が
削
除
き

れ
た
の
を
機
会
に
、
全
岳
連
独
自
の

輯
思
の
下
こ
第
１
回
全
日
本
登
山
大

会
を
昭
和
３‐
年
”
月
古
野
大
台
大
峰

連
山
に
三
四
都
道
府
県
四
〇
〇
名
の

参
加
を
得
て
挙
行
さ
れ
た
。
こ
れ
を

国
体
に
代
る

一
回
の
み
の
行
事
と
し

て
終
る
こ
と
な
く
今
後
も
継
続
せ
し

め
る
こ
と
に
し
た
。
他
の
ス
ポ
ー
ツ

種
目
の
場
合
は
、
国
体
以
外
に
、
独

自
の
大
会
を
多
く
持
つ
て
い
る
こ
と

か
ら
す
れ
ば
当
然
と
云
え
る
。
叉
国

体
登
山
は
時
期
的
に
も
大
体
秋
季
に

限
定
さ
れ
て
、
積
雪
期
、
厳
冬
期
登

山
に
向
い
つ
ゝ
あ
る
今
日
、
こ
れ
ら

の
登
山
を
全
岳
連
が
独
自
で
実
施
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
よ

り
高
度
の
技
術
講
習
会
的
な
山
行
を

す
る
の
も
意
義
あ
る
も
の
と
云
え
よ

う
。
こ
う
云
つ
た
意
図
で
北
海
道
岳

連
主
管
で
十
勝
連
峰
に
第
３
回
大
会

を
開
催
、
埼
玉
岳
連
よ
り
速
路
河
田

充
男
兄

（
行
日
）
が
参
加
し
た
。
全

国
二
四
都
道
府
県
よ
り
四
〇
〇
名
の

参
加
の
大
会
で
あ
つ
た
。
埼
玉
岳
連

よ
り
五
名
位
の
パ
ー
テ
イ
ー
の
派
遣

が
望
ま
し
か
つ
た
が
、
派
遣
費
の
面

で
そ
れ
が
出
来
な
か
つ
た
。
今
後
こ

れ
の
派
遣
補
助
に
就
て
努
力
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

６
　
第
３
回
関
東
地
区
登
山
体
育
大
会

期
日
　
昭
和
”
年
５
月
１０

ｏ
Ｈ
日

場
所
　
秩
父
両
神
山

登
山
コ
ー
ス

○
裏
参
道

コ
ー
ス

○
表
参
道

コ
ー
ス

Ｑ
　
一岩
尾
根
コ
ー
ス

関
東
地
区
岳
連
加
盟
の
東
京
、
神

奈
川
、　
千
葉
、　
群
馬
、
茨
城
、　
静

岡
、
埼
玉
岳
連
よ
り
六
〇
〇
名
の
岳

人
が
新
緑
の
武
甲
山
に
会
し
た
。
本

大
会
の
会
場
に
就
て
は
、
昨
年
よ
り

輸
送
、
宿
泊
、
運
営
の
面
よ
り
種
々

検
討
の
結
果
、
秩
父
武
甲
山
を
選
定

し
、
清
水
会
長
を
中
心
と
す
る
秩
父

岳
連
、
地
元
秩
父
市
の
絶
大
な
協
力

に
よ
つ
て
万
全
の
準
備
を
も
つ
て
大

会
当
日
を
迎
え
た
。
そ
の
甲
斐
あ
つ

て
盛
会
裡
に
終
始
出
来
た
。
５
月
１０

日
秩
父
産
業
館
に
関
東
地
区
よ
り
遠

路
を
続
々
と
集
合
、
久
潤
の
挨
拶
を

交
わ
す
。
山
岳
映
画
、
秩
父
音
頭
、

秩
父
屋
台
囃
の
歓
迎
前
夜
祭
に
よ
つ

て
秩
父
路
の
旅
情
を
満
喫
出
来
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。
明
日
の
山
行
を
夢
見

て
市
内
旅
館

へ
分
宿
。
明
け
て
６
日

の
早
朝
秩
父
神
社
に
て
入
山
式
。
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
を
先
頭
に
市
中
行
進
ｃ

勇
ま
し
い
マ
ー
チ
に
送
ら
れ
て
コ
ー

ス
隊
毎
に
出
発
ｃ
折
悪
し
く
小
雨
が

降
り
始
め
、
新
緑
の
武
甲
山
の
豪
壮

な
山
容
を
眺
め
る
こ
と
は
出
来
な
か

つ
た
が
、
何
等
の
事
故
も
な
く
飯
盛

山
を
経
て
橋
立
鐘
乳
洞
に
下
山
、
浦

山
口
解
散
し
た
。
協
和
交
流
の
よ
き

山
行
で
あ
つ
た
こ
と
を
確
信
す
る
ｃ

７
　
埼
玉
岳
連
理
事
会

（
昭
和
３２
年
度

以
后
）

‘
．月
１６
日
　
川
調
市
山
小
屋

７
月
２８
日
　
浦
和
市
鈴
の
屋
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８
月
１８
Ｈ
　
飯
能
市
役
所

９
月
５
日
　
秩
父
市
産
業
館

全
岳
迪
、
関
東
地
区
岳
連
は
活
澱
に

活
動
を
展
開
し
て
い
る
が
、
此
処

一
年

間
埼
玉
岳
連
２
関
連
し
た
も
の
を
概
略

記
し
て
み
よ
う
。

１
　
全
岳
連
理
事
会

期
日
　
昭
和
３２
年
５
月
１６
日

場
所
　
熱
海
市
晃
山
荘

出
席
　
池
田
理
事
長
、
吉
田

（
川

口
）

議
題
　
第
‐２
回
国
体
登
山
に
就
て

青
少
年
野
外
活
動
に
就
て

第
２
回
全
日
本
登
山
に
就

て遭
難
防
止
月
間
に
就
て

異
例
の
登
山
ブ
ー
ム
は
、
そ
の
結
果

と
し
て
遭
難
の
頻
発
と
な

つ
て
現

れ
、
登
山
即
遭
難
と
迄
誤
解
さ
れ
る

に
至
つ
た
こ
と
は
憂
う
べ
き
こ
と
で

あ
る
。
全
岳
連
で
は
こ
れ
が
防
止
対

策
と
し
て
左
記
要
項
に
よ
り
強
力
に

運
動
を
起
す
こ
と
に
な
り
、
各
地
岳

連
の
協
力
を
要
望
し
た
。

要
項
概
略
次
の
通
り
。

名
称
　
夏
期
遭
難
防
止
月
間

期
間
　
７
月
２‐
日
１
８
月
２０
日

主
催
　
各
地
山
岳
連
盟

後
援
　
厚
生
省
国
立
公
園
部

運
動
方
針

―

全
岳
連
関
東
地
区
岳
連
の
動
き
―

２
月
２３
日
　
４　
　
‐――
産
業
館

３
月
１６
日
　
大
宮
市
国
鉄
集
会
所

１
　
各
地
関
係
団
体
と
協
力
遭
難
防

止
に
つ
と
め
る
。

２
　
各
加
盟
団
体
に
趣
旨
徹
底
を
図

Ｚ
り

。

３
　
ポ
ス
タ
ー
印
刷
物
等
に
よ
る
防

止
に
つ
と
め
る

（
観
光
宣
伝
用
印

刷
物
に
登
山
道
徳
、
登
山
訓
、
防

止
標
語
等
を
挿
入
さ
せ
る
）

４
　
登
山
道
徳
普
及
、
指
導
標
の
整

備
５
　
遭
難
頻
発
地
点
の
パ
ト
ロ
ー
ル

６
　
救
護
所
、
急
救
設
備
の
設
置

７
　
各
岳
連
毎
の
救
護
体
制
の
確
立

以
上
の
諸
点
の
外
各
地
区
毎
の
特
殊

条
件
を
加
味
し
て
運
動
を
展
開
し
、

も
つ
て
不
幸
な
遭
難
を
防
止
す
る
。

２
　
第
２
回
関
東
地
区
登
山
体
育
大
会

期
日
　
昭
和
３２
年
５
月
Ｈ
ｏ
ｌ２
日

場
所
　
上
州
武
尊
山

主
催
　
関
東
地
区
岳
連
、
群
馬
岳

連

県
岳
連
の
運
動
は
、
傘
下
山
岳
会
個

々
の
、
し
か
も
地
道
な
活
動
が
基
盤

で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
、
叉
こ
れ
ら

個
々
の
力
を
結
集
し
て
行
か
ね
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
全
岳

一

連
が
団
結
し

一
つ
の
運
動
を
展
開
し

て
行
く
こ
と
は
見
事
で
あ
ろ
う
し
、

そ
の
成
果
は
輝
し
い
も
の
に
は
違
い

な
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
全
国
を
動
員

す
る
こ
と
は
各
地
区
の
異
つ
た
条
件

下
で
は
仲
々
の
困
難
が
あ
る
も
の
で

あ
る
。
又
余
り
頻
繁
に
全
国
動
■
を

す
べ
き
も
の
で
な
い
。
従
つ
て
同
じ

条
件
下
に
あ
る
プ
ロ
ツ
ク
の
岳
連
が

協
和
交
流
し
て
運
動
を
推
進
せ
し
め

る
こ
と
が
最
も
望
ま
し
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
埼
玉
岳
連
と
し
て
、

関
東
地
区
岳
連
と
協
力
し
て
、
よ
り

よ
き
登
山
の
た
め
の
活
動
を
行
つ
て

行
く
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ

の
意
味
で
、
関
東
地
区
岳
連
が
年

一

回
関
東
の
山
に
会
す
る
こ
と
は
意
義

あ
る
も
の
で
あ
る
。

３
　
全
岳
連
理
事
会

期
日
　
昭
和
３２
年
７
月
６
＝

場
所
　
岸
体
育
館

出
席
　
池
田
理
事
長
、
十
日
川
へ
川
日
）

議
題
　
臨
事
レ
イ
ン
デ
ヤ
ー

日
体
協
加
盟

中
共
遠
征

厚
生
省
国
立
公
園
部
で
は
、
日
立
公

園
に
レ
イ
ン
デ
ヤ
ー
を
置
き
、
管
理

に
当
ら
せ
て
い
る
が
、
登
山
人
日
の

急
増
と
共
に
、
登
山
道
徳
の
氏
下
、

避
難
事
故
の
頻
発
の
問
題
に
当
面
し

そ
の
解
決
策
と
し
て
、
全
岳
連
に
臨

時
レ
イ
ン
デ
ヤ
ー
の
派
遣
を
要
望
し

て
来
た
の
で
、
全
岳
連
で
は
こ
れ
に

協
力
、
各
県
岳
連
に
そ
れ
の
推
薦
方

を
依
頼
し
た
。

区
岳
連
理
事
会

昭
和
３３
年
２
月
”
Ｈ

北
陸
銀
行
浅
草
支
店

尾
崎
（
県
）
古
川
（
川
日
）

浅
見
（
秩
父
）

第
３
回
関
東
地
区
登
山
大

会
の
件

埼
玉
岳
迎
主
管
で
秩
父
武
甲
山
に
於

て
５
月
１０

・
Ｈ
日
開
催

を

正
式
決

定
．
秩
父
岳
連
浅
兄
氏
よ
り
受
入
側

準
備
説
明
。

５
　
第
２
回
全
日
本
登
山
体
育
大
会

期
Ｈ
　
昭
和
３３
年
３
月
２０
‐
２４
＝

場
所
　
北
海
道
十
勝
連
峰

北
海
道
岳
連
主
管
で
積
雪
期
登
山
を

意
図
し
て
十
勝
連
峰
で
開
継
。
全
＝

本
大
会
は
国
体
登
山
と
は
異
つ
た
独

自
の
構
想
で
進
ん
で
行
く
べ
き
で
あ

ろ
う
ι
ス
キ
ー
を
岳
連
で
採
り
上
げ

た
こ
と
は
、
ゲ
レ
ン
デ
の
遊
び
と
化

し
つ
ゝ
あ
る
今
日
、
よ
き
プ
ラ
ン
と

関
東
地
区
岳
連
理
事
会

期
Ｈ
　
昭
和
３３
年
６
月
１９

。
２０
日

場
ｌｉｌｉ
　
茨
城
県
大
洗
町
夏
海
荘

出
席
　
池
田
珊
事
長
、
尾
崎
（
県
）

議
題
　
第
３
回
関
東
地
区
金
山
大

会
開
継
の
件

第
２
回
全
日
本
登
山
報
告

全
岳
連
理
事
会
、
全
国
山
岳
遭
難

慰
霊
祭

期
日
　
昭
和
”
年
６
月
７

●
８
＝

場
所
　
神
奈
川
県
鶴
見
総
持
寺

出
席
　
池
―――
州
事
長
、
吉
田

（
川

Ｈ
）
大
沢

（
飯
能
）
尾
崎

（
県
）

議
肛
　
――――
和
”
年
度
事
業
計
画

遭
難
対
策

第
３
回
全
日
本
金
山
大
会
は
愛
知
岳

迎
、
東
海
地
区
岳
連
主
管
で
木
曾
御

嶽
山
に
て
‐―――
和
３４
年
５
月
初
旬
に
‐；―‥―

催
す
る
こ
と
を
決
定
。

第
‐４
回
川
体
全
山
を
富
山
県
に
て
開

催
，
今
１リー
も
安
全
登
山
を
目
標
に
全
岳
連

の
重
要
な
事
業
と
し
て
登
山
事
故
防

止
の
方
策
の
強
力
実
践
方
を
要
望
さ

れ
た
．

夏
朋
登
山
迎
難
防
止
＝
――――

■
＝
　
企
日
本
山
岳
迎
盟
、
山
岳

！

１ １

一

―― ―

後
援
　
厚
生
省
目
立
公
園
椰

同
時
　
――――
和
３３
年
７
月
劉
＝
１
り

８
月
２０
Ｈ
ｔ
■

3  2

登
山
道
碑
、
■
故
防
止
運
動
●

並
口
”ヘ展
覧
会
、
相
駄
所
め
洲
殿

新
‐１１１
、
ラ
ジ
十
等
ｉ■
よ
る
座

談
記
事
提
供

登
山
誹
召
会
の
実
施

登
山
施
設
の
整
――――
、
拡
充

・

山
小
＝
、
避
難
小
屋
、
登
山

道
、
橋
、
指
導
標
、
波
渉
地

占
、̈
ケ
レ
ン
絆サ
゛

泄
難
順
発
地
の
パ
ト

ロ
ー
ル

救
護

ｌｉｌｉ
、
救
急
設
―ｌｌｉ
の
設
置

関切
―
場
所
出
席

議
題
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旭
絆
連
絡
の
明
確

６
　
遭
難
対
策
の
確
立

班
難
対
策
委
１１
会
の
設
置
、

速
雖
資
料
の
収
集

（
県
警
察

と
連
携
）

救
援
対
策

尚
、
東
京
都
山
岳
連
―ｌｌｌ
で
は
、
東
京

都
岳
連
が
代
理
り‐
ｌｉ
ｒ
務
を
行
い
、
日

本
団
体
生
命
保
険
株
式
会
社
の
全
ｌｉｌｉ

的
な
協
賛
を
得
て

「
登
山
保
険

」
を

実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
は
東
京
都
山
岳
連
盟
の
岳
人
の

■
で
あ
る
が
、
平
素
よ
り
万

一
の
場

合
の
対
策
を
み
え
て
置
く
こ
と
も
、

赳
難
防
止
対
策
と
共
に
、
岳
人
の
エ

チ
ヶ
ツ
ト
Ｌ
し
て
必
要
で
あ
ろ
う
。

全
岳
連
的
な
も
の
に
し
て
行
つ
た
方

が
ｋ
ｔ，
と
思
う
が
、
埼
玉
岳
連
で
も

研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で

あ
ろ
う
か
ら
、　
一
登
山
保
険
」
の
概

略
を
記
し
て
み
る
．

１
　
名
称
　
傷
害
特
約
は
斐
老
保
険

２
　
加
人
計
　
岳
人
の
み
な
ら
ず
家

族
で
も
生
後
よ
り
７０

才
６
ケ
月
進
の
者

３
　
保
険
金
　
一
日
”
万
円

４
　
満
期
則
‐―――
　
”
年
満
剛
以
内

う
　
保
険
＝
の
支
払

年
払
、
十
年
払
、
月
払

に
し
月
払
は
大
体
東
京
都
内

に
し
て

一
日
圧
百
円
以
上
．

９
　
１１１
休
扱

―
　
職
成
―ヽ１１
体

，
一　
ク
ラ
ブ
又
は
趣
味
団
体

２０
人
以
上
団
体
扱
と
し
て

制
引
の
特
典
あ
り
，

保
険
金
の
支
払

―
　
登
山
時
に
於
け
る
遭
難
、
そ

の
他
事
故
災
害
の
時
に
保
険

金
の
倍
額
を
速
時
支
払
う
。

尚
遭
難
事
故
に
よ
る
保
険
金

支
払
に
際
し
て
は

一
般
加
入

者
と
保
険
会
社
と
の
――――
に
起

〈
バ
　
　
計

牧
　
入
　
の
　
部

昭
和
３‐
年
度

各
地
区
岳
連
負
担
金
　
一
〇
、
Ｃ

０
０
円
（
秩
父
、　
川
日
、　
熊
谷
、

人

官
、
浦
和
、
松
山
、
本
田
、
革

加
、
飯
能
、
所
沢
）

県
体
協
助
成
金
　
一
一、
■
入
Ｃ

県
体
全
山
役
員
千
当
　
一
〓
二
、
四

〇
〇
繰
越
金
　
（
昭
和
Ю
年
度
よ
り
）

四
、
三
二
二

昭
和
３２
年
度

各
地
区
岳
連
負
＝
金
　
一
一
、
Ｃ

Ｏ
Ｏ
（秩
父
、　
川
日
、
ぬ
輝
）、
贔
ｇ

官
、
流
瓢
、
松
山
、
経
Ｖ
ｉ
紛
〉

加
、
飯
能
、△ハ
ッ
、
北
下
宿
）

県
体
登
山
役
員
手
当
　
一
五
、
八

凹
○

り
勝
ち
な
問
題
の
な
い
よ
う

山
岳
連
盟
理
事
者
が
責
任
を

以
つ
て
こ
れ
を
行
う
。

選
難
事
故
、
災
害
に
よ
り
身

体
に
傷
害
を
被
つ
た
時
に
は

傷
害
の
程
度
に
よ
り
傷
嘗
給

付
金
を
支
払
う
。

満
期
そ
の
他
の
時
は
普
通

一

般
の
場
合
と
同
じ

生
回

以
上
の
辿
り
で
あ
る
が
、
健
企
財
政

の
如
く
で
あ
る
よ
う
だ
が
、
現
実
は
、

岳
連
諸
兄
の
協
力
で
役
員
手
当
を
供
出

願
つ
た
り
、
又
秩
父
岳
連
清
水
武
甲
氏

の
絶
大
な
御
尽
力
に
よ
つ
て
の
地
元
負

担
等
が
あ
つ
て
の
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の

多
額
の
援
助
無
く
し
て
ほ
、
埼
玉
岳
連

の
運
営
は
財
政
面
で
不
円
滑
と
な
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。
〈
′
後
も
、
こ
れ
が
慣
例

と
な
る
こ
と
は
望
ま
し
い
も
の
で
は
な

い
の
で
、
財
政
的
基
盤
を
確
立
す
べ
′
ヽ

何
等
か
の
方
法
を
繊
ビ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
．

報

県
体
登
山
輸
送
貨
　
九
、
二
〇
〇

計
　
　
　
　
ｔ
六
、
三
四
二

支
　
出
　
の
　
部

昭
和
３‐
年
度
県
体
全
山
　
¨
一八
、
Ｏ

Ｏ
Ｏ
円

昭
和
３‐
年
度
全
島
出
、
関
東
地
区
学

連
負
担
金
　
　
　
　
　
一二
、
Ｏ
Ｏ
Ｃ

昭
和
３２
年
度
県
体
全
山
　
一ハ
、
五

一

〇事
務
費
　
　
　
　
　
　
九
、
二
〇
五

通
常
費
　
　
　
　
　
　
一二
、
Ｃ
五
四

会
議
費
　
　
　
　
　
　
一二
、
九
九
五

県
体
協
負
担
金
　
　
　
一
、
○
○
○

同
体
参
加
料
　
　
　
　
　
　
二
Ｏ
Ｃ

雑
費
　
　
　
　
　
　
一二
、
九
一
（
）

昭
和
３２
年
度
企
岳
連
開
東
地
区
岳
連

負
担
金
　
　
　
　
　
　
一二
、
○
○
○

計
　
　
　
　
一ハ
一
、
八
八
四

差
引
残
額
　
　
　
　
一
四
、
四
五
人
円

６
月
　
谷
川
―――
ヒ
）
ゴ
ー
沢

７
月
　
谷
川
岳

マ
チ
ガ
沢

飯
豊
連
峰

朝
Ｈ
連
峰

渓
稜
山
岳
会

３
月
　
丹
山
塔
岳
集
中

４
月
　
西
丹
沢
合
宿

６
月
　
西
丹
沢
合
宿

７
月
　
南
ア
塩
見
岳

８
月
　
谷
川
岳
合
宿

浦
市
体
山
岳
部

３
月
　
丹
沢

４
月
　
甲
武
信
岳

７
月
　
南
ア
仙
丈
、
鳳
凰
山

８
月
　
谷
川
岳
合
宿

草
加
ケ
ル
ン
登
高
会

昭
和
３２
年
度
山
行
報
告

４
月
　
ツ
プ
ラ
岩

＝
利
山
、
千
頭
星
山

７
月
　
北
ア
常
念
岳
、
蝶
岳

潤
沢
合
宿

８
月
　
飼
岳
、
立
山

デ
ー
ゼ
ル
機
器
松
山
工
場
山
岳
部

昭
和
３２
年
度
由
行
報
告

‐県
‐
内
＝
地
‐‐‐‐
区
‐―――‐‐
連
‐‐―‐
の
＝
動
＝
き
‐

埼
玉
岳
連
加
盟
の
各
地
区
岳
連
の
活
動
社
、
夫

々
独
自
の
カ

ラ
ー
を
も
つ
て
活
濃
に
行
わ
れ
て
い
る
．
そ
の

一
端
を
本
号

で
紹
介
す
る
。

所
沢
岳
連

昭
和
２
年
度
山
行
報
告

―
月
　
池
平
、
野
沢
、
草
平
、
ス

キ
ー
合
宿

２
月
　
湯
沢
、
岩
原
、
不
打
ス
キ

ー
合
宿

３
月
　
石
打
ス
キ
ー
合
宿

４
月
　
奥
武
蔵
市
民

ハ
イ
キ
ン
グ

八
ケ
岳
、
雲
販
山

５
月
　
両
神
山
、
谷

川

一、
チ
ガ

沢
、
丹
沢
縦
走

６
月
　
尾
瀬
、
大
菩
薩
峠
、
谷
川

岳

７
月
　
北
７
燕
、
槍
、
靭
岳

８
月
　
飼
岳
、
甲
班
駒
岳

浦
和
岳
連

昭
和
３２
年
度
山
行
報
告

谷
峰
山
岳
会

―
月
　
吾
妻
山
ス
キ
ー
合
宙

２
月
　
八
方
尾
根
ス
キ
ー

３
月
　
丹
沢
主
脈
縦
走

４
月
　
一日
場
山
ス
キ
ー

上
州
武
尊
山

５
月
　
　
デ
田
山
ス
キ
ー
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１
月
　
逆
川
、
雲
販
山

２
月
　
人
麦
谷

３
月
　
逆
川

４
．月
　
川
浦
谷
、
日
光
日
根

う
月
　
細
久
保
谷
、
人
ケ
岳

６
月
　
荒
沢
谷
、　
■
ヽヽ
工
谷

７
月
　
一具
の
沢
、
谷
川
西
ゼ
ン

８
月
　
北
ア
穂
高
合
宿

本
国
技
研
山
岳
部

昭
和
３２
年
度
山
行
報
告

４
几
　
丹
沢

５
月
　
奥
只
見
鬼
画
山

６
＝
］

―．同
ア

７
月
　
針
の
本
、
立
山

南
ア
白
根
三
山

８
月
　
人
ケ
岳

熊
谷
岳
連

昭
和
３２
年
度
山
行
報
告

７
月
　
谷
川
岳

マ
チ
ガ
沢

８
月
　
北
ア
涸
沢
合
宿

谷
川
岳
合
宿

９
月
　
入
ケ
岳

大
宮
岳
連

昭
和
３２
年
度
山
行
報
告

４
月
　
谷
川
岳

う
月
　
市
民

ハ
ィ
キ
ン
グ
ニ
本
木

味

６
月
　
鹿
沼
岩
場
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

７
月
　
蓼
科
山
キ
ヤ
ン
ブ
講
習
会

８
月
　
南
ア
北
岳
パ
ツ
ト
レ
ス
合

宿
、
両
神
山
講
習
会

９
月
　
瑯
須
連
峰

１０
月
　
―ｌｒ
民

ハ
イ
キ
ン
グ
ニ
本
本

峠

Ｈ
月
　
北
ア
徳
木
峠
、
谷
川
岳

‐２
月
　
ザ
ィ
ル
祭

１
月
　
八
ケ
岳
合
宿
、
上
州
武
尊

山
合
宿

（
以
下
，
只
二
段
に
続
く
）

埼

玉

県

山

岳

連

ｌ

ｉ

ｖ

立
―

を

メ

Υ

ｌ

■

盟

規

約

第
　
一一　
章
　
名
称
及
事
務
所
並
に
連
絡
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨

木
連
盟
は
埼
玉
県
山
岳
連
盟
と
称
す
る

木
連
盟
は
事
務
所
を

（
　
　
　
　
）
に
連
絡
所
を
加
盟
連
盟
事
務
所

に
置
く

第

二

章

目

的

及

事

業

本
連
盟
は
埼
玉
県
に
在
住
、
若
し
く
は
通
勤
す
る
者
、　
並
に
各
山
岳

会
を
統
帖
し
、
ュ
之
を
代
表
す
る
も
の
で
、　
ア
ル
ピ

ユ
ズ
ム
の
確
立

並
に
健
全
な
登
山
指
導
奨
励
を
な
し

連
盟
相
互
の
親
睦
を
図
る
と
共

に
自
然
及
登
山
を
通
じ
て

個
人
の
心
身
鍛
練
並
に
科
学
芸
術
等
に
関

す
る
研
究
を
以
つ
て
そ
の
目
的
と
す
る

本
連
盟
は
前
条
の
刊
的
を
達
成
す
る
為
に
次
の
事
業
を
行
う

一　
登
山
に
関
す
る
研
究
調
査
並
に
建
譲

一
一　
登
山
体
育
の
宣
伝
啓
発
並
に
指
導
奨
励

〓
一　
登
山
指
導
者
の
養
成

四
　
登
山
に
関
す
る
資
料
並
に
資
材
の
研
究
及
需
給
斡
旋

工
　
代
表
選
手
の
選
考
派
遣

一ハ
　
共
の
他
本
連
盟
の
目
的
達
成
に
必
要
な
事
項

第

〓
一
章
　
組
　
　
　
　
　
織

本
連
盟
は
都
市
山
岳
連
盟
及
単
位
山
岳
団
体
を
以
つ
て
組
織
す
る

加
盟
連
盟
の
年
次
負
担
金
は

（
一
、
○
○
○
円
）
と
す
る

第

四

章

役

　

　

　

員

本
連
盟
に
次
の
役
員
を
置
く

〈
ム　
長
　
　
　
　
　
　
　
一　
名

副
会
長

顧
　
間

理
事
長

理
　
事

評
議
員

監
　
事

技
術
員

一
一　
名

苦
干
名

一　
名

若
千
名

若
十
名

若
干
名

苦
干
名

会
　
計
　
　
　
　
　
　
　
一　
名

会
長
、
副
会
長
は
役
員
会
で
選
出
す
る
。　
会
長
は
本
連
盟
を
代
表
し

会
務
を
給
理
す
る

副
会
長
は
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
事
故
あ
る
と
き

は
こ
れ
に
代
る

理
事
長
は
理
事
の
互
選
に
よ
り
決
定
し
会
務
の
執
行
に
当
る

（
理
事

長
選
出
の
地
区
の
理
事
は

一
名
増
員
の
こ
と
）

理
事
は
評
議
員
の
互
選
に
よ
り
決
定
し
会
務
を
掌
握
す
る

評
議
員
は
次
の
方
法
に
よ
り
選
出
し
、　
又
は
委
嘱
さ
れ
た
も
の
と
す

）０一　
加
盟
連
盟
よ
り
三
名

一
一　
登
山
に
理
解

経
験
あ
る
者
の
中
か
ら
会
長
が
委
嘱
す
る
者
若
千

名

技
術
員
は
理
事
会
で
推
薦
し
た
者
を
会
長
が
委
嘱
す
る

監
事
は
評
議
員
委
員
会
で
選
出
し
会
計
を
監
査
す
る

顧
間
は
学
識
経
験
あ
る
者
の
中
か
ら
理
事
会
に
諮
り
会
長
が
委
嘱
す

る役
員
の
任
期
は

（
一
年
）
と
す
る
。
但
し
再
選
を
妨
げ
な
い
。　
補
久

に
よ
る
役
員
の
任
期
は
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る

第

五

章

〈
〓
　

　

　

議

評
議
員
会
は
本
連
盟
の
最
高
機
関
と
し
、　
会
長
、
副
会
長
、
評
議
員

で
組
織
し
次
の
事
項
を
審
議
す
る

一　
予
算
決
算
　
　
一
一　
事
業
計
画
　
　
一二
　
そ
の
他
重
要
事
項

評
議
員
会
は
会
長
が
招
集
し
、
そ
の
議
長
と
な
る
。
但
し

評
議
員
三

分
の

一
以
上
か
ら
要
求
あ
つ
た
場
合
は

評
議
委
員
会
を
開
か
な
く
て

は
な
ら
な
い

理
事
会
は
第
六
条
の
理
事
以
上
を
以
つ
て
組
織
す
る
。　
理
事
会
は
規

約
で
規
定
し
た
事
項

評
議
委
員
会
か
ら
委
任
さ
れ
た
事
項
を
審
議
す

る
。
又
理
事
会
は
必
要
に
よ
り
会
長
又
は
理
事
長
が
招
集
す
る

会
議
は
定
員
の
過
半
数
で
成
立
し
、　
其
の
議
事
は
出
席
者
の
過
半
数

で
決
定
す
る
　
同
数
の
場
合
は
議
長
が
裁
決
す
る

第

一〈
章
　
経
　
　
　
　
　
費

本
連
盟
の
経
費
は
次
に
よ
る

一　
負
担
金
　
各
加
盟
団
体

（年

一
、
○
○
○
円
）
　

一
一　
助
成
金

〓
一　
寄
附
金
　
　
四
　
其
の
他

本
連
盟
の
会
計
年
度
は

（
四
月

一
日
か
ら
翌
年
二
月
汁

一
日
ま
で
）

と
す
る

第

七

章

其

　

の

　

他

本
規
約
の
変
更
は

出
席
者
の
四
分
の
三
以
上
の
同
意
を
得
た
評
議
員

の
議
決
に
よ
る

一
条
　
本
規
約
は

（
昭
和
三
十
年
八
月
二
十
八
日
）
よ
り
実
施
す
る

第 第

条 条

第 第  第
十 九  八
条 条  条

第

〓
一
条

第

四

条

第

五

条

第

条

第

七

条

第
十

一
条

第
十
二
条

第
十
三
条

第
十
四
条

第
十
五
条

第
十
六
条

第
十
七
条

第
十
八
条

第
十
九
条
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埼
玉
県
山
岳
連
盟
加
盟
団
体
名
簿

．

秩
父
高
校
山
岳
部
　
　
　
　
　
秩
父
市
花
ノ
木

秩
父
農
高
山
岳
部
　
　
　
　
　
秩
父
市
野
坂

飯

能

山

丘可
連

盟
　
　
　
　
飯
能
市
原
町
二
九

、

飯
能
讃
岳
会
　
　
　
　
　
　
　
飯
能
市
原
町
二
九

奥
武
蔵
ワ
ン
ダ
ー
ホ
ー
グ
ル
　
飯
能
市
前
田

一
七

新
電
元
工
山
岳
部
　
　
　
　
　
飯
能
市

一
丁
目

白
樺
山
の
会
　
　
　
　
　
　
　
飯
能
市
原
町

一
七

飯
能
市
役
所
―――
岳
都
　
　
　
　
市
役
所

東
電
山
岳
部
　
　
　
　
　
　
　
飯
能
市
原
町
四

東
通
谷
峰
山
の
会
　
　
　
　
　
飯
能
市
電
報
電
話
局
内

原
市
場
山
の
会
　
　
　
　
　
　
飯
能
市
原
市
場

所

沢

山

岳

連

盟
　
　
　
　
所
沢
市
寿
町
五
四

一
富
倉
方

野
老
の
業
山
の
会
　
　
　
　
　
所
沢
市
本
町
六
〇
四

所
沢
ベ
ル
グ
贅
岳
会
　
　
　
　
所
沢
市
日
吉
町

一
七
〇

浦

和

山

岳

連

盟
　
　
　
　

綱̈
和
市
仲
町
二
の
三
〈
三
上
方

岩
峰
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
和
市
仲
町
二
の
三
八
三
上
方

　

堀
内

　

茂

浦
和
山
岳
会
　
　
　
　
　
　
　
浦
和
市
岸
町
二
の

一
二
七
加
藤
方

大
束

貞

一

谷
峰
山
岳
会
　
　
　
　
　
　
　
浦
和
市
北
浦
和
町
一
の
発
釜
田
方
　
本
多

武
男

濱
織
山
岳
会
　
　
　
　
　
　
　
浦
和
市
高
砂
町
五
の
八
九
　
　
　
辻

勝
四
郎

国
税
山
岳
部

一　
　
　
　
　
　
浦
和
市
仲
町
三
の
三
浦
和
税
務
署
内

藤
橋

富
雄

浦
和
市
立
高
校
山
岳
部
　
　
　
浦
和
市
元
町

一
の
二
五
五

浦
和
商
業
山
岳
部
　
　
　
　
　
浦
和
市
白
幡
　
　
　
　
　
　
　
　
犬
竹

　

卓

浦
和
高
校
定
時
制
山
岳
部
　
　
瀧
和
市
領
家

浦
和

一
女
高
山
岳
部
，

本
田
技
研
明
和
会
山
岳
部
　
　
　
北
足
立
郡
大
和
町
新
倉
　
　
　
　
海
東

邦
光

・ヂ
‥
ゼ
ル
機
器
松
山
工
場
山
岳
部
　
東
松
山
市
大
字
松
山
　
　
　
　
後
藤

孝
之

ケ
ル
ン
登
高
会

　^
　
　
　
　
　
北
足
立
郡
草
加
町
神
明
町
須
佐
方

菊
沢

俊
二

北
本
宿
山
岳
会
　
　
　
　
　
　
　
北
足
立
郡
北
本
宿
村
北
本
宿
乗
六　
青
木
　
　
正

団

　

体

口

山

岳

連

川

日
山
岳
会

川

ロ
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

熊

谷

山

，岳

連

盟

●
熊
谷
山
岳
会

ｉ
鼈
後
山
岳
会

ラ
テ
ル
ニト
‐――冒
――‐
＾
バ

熊
谷
農
高
山
岳
部

熊
谷
高
校
山
岳
部

熊
谷
商
工
山
岳
部

深
谷
商
Ｘ
１１１
岳
部

大

宮

山

岳

連

盟

モ
ン
タ
ノ
山
岳
会

矢
宮
山
岳
会

入
官
市
役
所
山
岳
部

大
宮
水
川
山
岳
会

秩

父

山

岳

連

盟

供
父
山
岳
会

エ
ル
ミ
ネ
山
岳
一会

朝
霧
山
岳
会

秩
父
地
方
庁
合
山
岳
部

秩
械
市
役
所
山
岳
部

――イー
和
電
工
山
岳
部

人
蔵
電
機
山
岳
部

東
京
電
力
山
岳
部

小
鹿
野
山
岳
部

秩
父
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

栃
本
観
光
協
力
会

秩
父
セ
メ
ン
ト
山
岳
部

盟 /rl

住
　
　
　
所

‘
即
日
市
元
郷
三
の
九
七
〇
池
田
方

／川
日
市
本
町
三
丁
目
鈴
木
方

／川
国
市
元
郷
三
の
九
七
〇
池
出
方

／熊
谷
市
栄
町
二
九
六
六
鯨
井
方

だ

谷
市
本
町
原
田
方

０
熊
谷
市
栄
町
二
九
六
六

熊
谷
市
本
町
四
の
三
〇
人
圧

′熊
谷
市

一
Ｌ
六
〇

熊
谷
市

一
八

三
二

だ

谷
市
広
瀬
人
〇
〇

′深
谷
市
幡
羅
原
郷

大
官
市
宮
町
三
の

一
六
五
佐
藤
方

大
官
市
天
沼
町
二
の
九
〇
七

人
官
市
官
町
三
の

一
六
五

大
官
市
役
所

大
官

―ＩＦ
宮
町
一・一の
一
天
水
川
寮

秩
父
市
熊
本
七
五
二

供
父
市
中
町
片
出
方

供
父
市
道
生
中
付
方

秩
父
市
野
坂
Ｉ
二
九
浅
井
方

秩
父
市
草
町

秩
父
市
番
場

秩
父
市
影
保
町

秩
父
部
皆
野
町

秩
父

ＩＦ

秩
父
郡
小
鹿
野
町
入
べ
方

秩
父
市
官
地
占
沢
方

大
滝
村
栃
本
大
村
方

秩
父
市
上
野

（
五
頁

一
段
よ
り
続
く
）

以
上
の
活
動
状
態
で
あ
る
が
、
こ
れ

ら
は
埼
玉
岳
連
の
活
動
の
ほ
ん
の

一

端
に
過
ぎ
な
い
。
会
報
或
は
見
間
に

よ
つ
て
知
り
得
た
も
の
を
挙
げ
る
と

す
れ
ば
数
限
り
な
い
の
で
ビ
ツ
ク
ア

ツ
プ
し
て
了
つ
た
訳
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
他
の
山
岳
会
の
情
況
を

知
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
の
で
、
何

等
か
の
形
で
情
報
交
換
を
し
た
い
も

の
で
あ
る
。
埼
玉
岳
連
報
を
そ
の
場

と
す
る

、　
も́
よ
し
で
あ
る
。

山
岳
会
単
独
の
山
行
の
他
に
、
二
、

三
の
山
岳
会
が
協
同
し
て
山
行
を
実

施
す
る
こ
と
も
、
登
山
理
念
に
於
て

も
登
山
技
術
に
於
て
も
、
大
い
に
刺

戦
さ
れ
相
互
に
よ
い
影
響
を
与
え
る

の
で
は
な
い
だ
ら
う
か
、
そ
の
た
め

に
も
、
情
報
交
換
は
必
要

で
あ

ろ

ヽ
「
ノ
。
編
集
子
に
、
山
岳
会
報
、
山
行
報
告

を
お
送
り
願
え
れ
ば
幸
甚
。

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

編

集

後

記

石
の
上
に
も
三
年
の
喩
。
埼
玉
岳
連

の
歩
み
を
、
書
き
織
つ
て
行
か
ね
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
常
日
頃
考

え

て

い
た

が
、
今
日
漸
く
に
し
て
第

一
号
を
発
刊

す
る
こ
と
に
漕
ぎ
つ
け
た
。
編
集
に
際

し
て
、
あ
れ
や
こ
れ
や
と
構
想
は
し
て

み
た
も
の
ヽ
出
来
上
が
つ
た
も
の
は
、

御
覧
の
通
り
の
内
容
の
乏
し
い
単
な
る

報
告
書
の
域
を
脱
し
な
い
も
の
と
な
つ

て
了
つ
た
。
名
実
と
も
に
埼
玉
岳
連
の

機
関
紙
を
し
て
、
独
自
な
カ
ラ
ー
を
も

つ
た
、
し
か
も
豊
富
な
内
容
温
れ
る
も

の
に
し
た
い
が
、
岳
連
諸
兄
の
投
稿
に

よ
つ
イヽ
実
現
出
来
ワ０
こ
と

を
確

信

す

る
。
登
山
即
書
く
こ
と
で
あ
る
。
諸
兄

の
協
力
と
叱
吃
を
切
望
す
る
も
の
で
あ

る
。
尚
体
協
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て

埼
玉
体
育
史
を
編
纂
す
る
こ
と
に
な
つ

た
が
、
埼
玉
岳
連
と
し
て
も
、
埼
玉
山

岳
史
と
も
云
う
べ
き
も
の
を
書
き
緩
ら

ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
そ
れ
の
資
料

収
集
も
容
易
な
ら
ぎ
る
仕

事

と
な

ろ

う
。
よ
ろ
し
く
諸
兄
の
協
力
を
お
願
い

す
る
も
の
で
あ
る
。

編

集

尾

崎

正
義

記

代
表
ィ

高
橋

哲
一

高
橋

折
里

高
橋

哲
一

原
１１１

義
雄

原
田

義
雄

鯨
井

和
男

加
藤

公

一

正
男
供
夫
陽
道

大
畠
　
　
４武
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